
 

 

（第２号様式）   
 

令和４年４月 28日  
 

神奈川県教育委員会教育長 殿 
 

県立伊志田高等学校長  
 

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

情報化やグロー
バル化が進展す
る社会を生き抜
く資質・能力を
育成するため
に、基礎的・基
本的な知識・技
能を身に付ける
とともに、それ
らを活用する能
力の向上を図
る。 
 

①生徒の更なる
主体的・対話的
な深い学びの実
現を目指す。 
 
 
②情報化・国際
化社会におい
て、自分の考え
を世界に発信し
積極的に活躍す
る人材を育成す
る。 
 
 

①生徒が主体とな
り、考えを深める
ことのできるよう
な課題を定期的に
与え、学習活動の
習慣化を目指す。 
②ＩＣＴの一層の
導入を進め、生徒
の表現力とコミュ
ニケーション能力
の向上を図る。 

①定期試験や外
部試験において
生徒の学力の伸
長が見られた
か。 
 
②生徒が積極的
にＩＣＴを活用
する中で、主体
的な学びを実現
し、表現力やコ
ミュニケーショ
ン能力の向上が
見られたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

生徒一人ひとり
の個性、学校や
家庭、地域で生
徒を取り巻く環
境を踏まえたき
め細かな生徒指
導・支援を行
う。 
 

①生徒の生活習
慣の確立や規範
意識の向上に向
けた指導を行
い、安全・安心
な環境の整備に
取り組む。 
②生徒会行事の
活発化や部活動
の活性化を通じ
て生徒の主体
性・積極性を育
成する。 
 

①一人ひとりを観
察・対応し、日々
の継続的な指導に
より、いじめ等の
未然防止を図る。 
 
 
②コロナ禍におい
て、十分な感染対
策を講じ、生徒会
行事や部活動を実
施する。部活動の
活性化を図るた
め、適切な環境整
備を行う。 
 

①いじめ防止に
向けた取り組み
を推進し、職員
全 体 で 早 期 発
見、未然防止を
図ることができ
たか。 
②感染対策を講
じながら生徒会
行事や部活動を
実施し、生徒の
主体性や積極性
を引き出すこと
ができたか。 

     

３ 進路指導・支援 

生涯にわたって
自己実現できる
ようにキャリア
教育を充実さ
せ、その上で、
高校卒業後の進
路指導・支援を
行う。 
 

①生徒が自立的
な進路選択や将
来設計のもと進
路志望が決めら
れるよう進路指
導を充実させ
る。 
 

①大学模擬授業を
はじめとした各種
ガイダンスや模擬
試験等の充実を図
り、生徒が自立的
に卒業後の進路選
択ができるよう支
援していく。 
 

①第一志望の進
路先に進路を決
定することがで
きたか。 

     

４ 地域等との協働 

学校運営協議会
や保護者、地域
の関連機関等と
連携し、学校の
教育活動をさら
に充実させる。 
 

①地域の財を学
校の教育活動に
活かし、学校の
域を出た幅広い
教育活動を行
う。 

①国際理解講演
会、東海大学留学
生や日産テクニカ
ルセンターの社員
との交流等を通
し、知見を広げ
る。 
 

①生徒の国際理
解への関心が深
まったか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

事故・不祥事の
防止に努めると
ともに、生徒が
安心して学習や
様々な活動に取
り組めるよう
に、安全な環境
を整備・維持す
る。 
 
 

①風通しの良い
職場環境を保持
し、事故・不祥
事を防止する。 

①職員全員が自分
事として問題意識
を持つよう、各グ
ループが担当し、
事故防止会議を開
催する。 

①職員間の連携
が 図 ら れ 、 事
故・不祥事を防
止できたか。 

     

 

 


